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第554号

毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

内

と

　

じ

　

て

　

保

　

存

　

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う

役
場
業
務
の
休
み

役
場
業
務
と
次
の
施
設
は
、
盆
休
み

の
た
め
次
の
と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

☆
役
場
　
8
月
1
4
日
・
1
5
日

住
民
課
、
課
税
係
、
納
税
係
、

住
宅
係
、
水
道
謀
の
窓
口
業
務
は

通
常
ど
お
り
行
な
い
ま
す
。

☆
机
山
荘
・
身
障
者
セ
ン
タ
ー

8

月

1

3

日

～

。

〇

月

1

6

日

し
尿
・
ご
み
収
集

盆
休
み
0
0
月
1
4
日
・
1
5
日

8
月
1
4
日
と
1
5
日
は
、
し
尿
汲
取
り

と
ご
み
収
集
業
者
の
盆
休
み
で
す
。
し

尿
汲
取
と
ご
み
収
集
は
、
全
町
行
な
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
盆
休
み
中
は
、
ご
み
を
収
集
場
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ｔｌ

半　8月の税金玲

町　県　民　税（2期分）
ｌ

国民健康保険税（2期分）

8月31日までに納めて下さい。



昭和59年8月10日ｌ…ⅢⅢⅢ…ⅢⅢⅢⅢｌ…ⅢⅢⅢⅢⅢ川広鞠占随蓼石壁（2）

借りたお金は附つか返ずもの

蒜ｌ′－●・＿．詞，
昨
年
十
一
月
に
　
ヶ
貸
金
業
規
制
二
法
〟
　
（
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
金
規
制
二
法
）
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
九
カ
月
。
貸
金
業
者
に
対
す
る
高
金
利
の
規
制
や
取
り
立
て
方
法

な
ど
業
務
規
制
が
徐
々
に
効
果
を
現
し
、
業
界
の
体
質
に
は
向
上
の
動
き
が
み
え

ま
す
。し
か
し
、
一
万
で
は
、
返
済
で
き
な
い
ま
ま
金
利
が
か
さ
ん
で
生
活
に
破
た
ん

を
き
た
し
、
家
出
や
自
殺
と
い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
人
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悲
劇
の
中
に
は
、
サ
ラ
金
に
つ
い
て
の
知
識
や
利
用
の
心
得
が
あ
れ

ば
防
ぎ
得
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
サ
ラ
金
か
ら
借
り

ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

返
済
計
画
は
立
て
て
い
ま
す
か

無
計
画
な
借
金
は
ク
命
取
り
″
に

借

り

る

と

き

は

「
貸
金
業
協
会
加
盟
業
者
」
か
ら

㌧
早
舟′’

ど
う
し
て
も
お
金
を
借
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
金
利

の
低
い
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
を
利
用

す
る
方
法
を
考
え
、
サ
ラ
金
か
ら
は
必

要
最
低
限
を
借
り
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ー
つ
。
毎
月
の
返
済
額
は
、
一
般
に
平
均
月

収
の
二
割
を
超
え
る
と
返
済
が
困
難
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
借

金
三
百
万
円
を
日
歩
二
十
銭
で
計
算
す

る
と
、
月
々
に
支
払
う
利
息
だ
け
で
も

十
八
万
円
に
な
り
ま
す
。
無
理
の
な
い

「
貸
金
業
協
会
」
と
い
う
、
サ
ラ
金
業

者
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
協
会
は
、
会
員
で
あ
る
サ
ラ
金
業

者
を
通
し
て
業
界
全
体
の
浄
化
と
質
の
向

上
を
目
指
す
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受

け
た
公
益
法
人
で
す
。
過
剰
貸
付
を
防
止

し
7
適
正
な
営
業
を
行
う
よ
う
業
者
を
指

導
す
る
は
か
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
相
談

に
応
じ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
あ
た

る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

協
会
に
所
属
し
て
い
る
場
合
、
業
者
は

事
務
所
の
看
板
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
業
者
を
選
ぶ
際

の
、
一
つ
の
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
同
時
に
、
金
利
が
低
い
こ
と
、
貸
付

条
件
や
契
約
内
容
を
よ
く
説
明
し
て
く
れ

る
。
こ
ち
ら
の
借
り
た
い
額
を
上
回
る
金

額
を
無
理
に
貸
そ
う
と
し
な
い
　
ー
　
な
ど

の
点
も
業
者
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

契
約
内
容
、
貸
付
条
件
は

し
っ
か
り
確
か
め
て

借
り
た
後
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
は
、
前
も
っ
て
契
約
書
を
よ
く
読

み
、
惜
入
金
額
、
期
間
、
利
率
、
違
約
金

返
済
方
法
な
ど
を
十
分
確
か
め
た
上
で
署

名
、
押
印
す
る
こ
と
で
す
。
契
約
し
た
後

は
、
契
約
書
は
も
ち
ろ
ん
、
利
息
計
算
書

領
収
書
な
ど
を
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
必
ず
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・Ｊ′■ヽ

日
歩
2
0
銭
で
1
0
万
円
を
一
年
間
借
り
っ
ぱ

な
し
だ
と
、
元
利
合
計
な
ん
と
1
7
万
3
千
円

冊ⅢⅢ

よ
く
、
「
日
歩
二
十
銭
」
と
か
「
十

万
円
借
り
て
タ
バ
コ
一
個
分
」
と
い
っ

た
サ
ラ
金
広
告
や
看
板
な
ど
を
見
か
け

ま
す
が
、
こ
れ
は
百
円
に
つ
き
一
日
二

十
銭
の
利
息
が
付
く
と
い
う
こ
と
で
す

「
な
ん
だ
二
十
銭
か
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
た
と
え
ば
あ
な
た
が
十
万
円
を

借
り
た
と
し
、
こ
の
日
歩
二
十
銭
で
計

算
す
る
と
一
カ
月
の
利
息
だ
け
で
六
千

円
、
一
年
間
借
り
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
七
万
三
千
円
　
（
年
七
三
パ
ー
セ
ン

ト
）
　
に
も
な
り
ま
す
。

全
部
の
業
者
が
こ
ん
な
高
利
で
貸
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
貸

金
業
者
の
金
利
は
現
在
の
出
資
法
で
最

高
日
歩
二
十
銭
と
決
め
ら
れ
て
い
て
決

し
て
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
を
送
る
た
め
に
は
こ
れ
よ
り
も
低

目
に
と
ど
め
た
い
も
の
。
収
入
と
返
済

額
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ

，
つ
0

返
補
が
遅
れ
る
と
利
息
が
か
さ
ん
で

身
動
き
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

借
入
期
間
は
で
き
る
だ
け
短
く
し
、
必

ず
そ
の
期
限
内
に
返
済
し
ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
借
り
た
お
金
は
で
き
る
だ
け

早
く
、
そ
れ
も
一
度
に
全
額
返
済
す
る

の
が
理
想
で
す
。

い
い
加
減
な
気
持
ち
や
計
算
で
借
り

よ
う
と
す
る
の
は
、
貸
す
方
に
も
迷
惑

を
か
け
る
結
果
に
な
り
ま
す
。

・
サ
ラ
金
、
借
り
る
前
に
も
う
一
度
チ

ェ
ッ
ク
を
　
－
　
。

安易に保証人にならない

ケースもあります。保証人

になるときは、十分に注意

してください。

なお、保証人でない配偶

者や親族には、法律上、返

済の義務はありません。

サラ金に関してトラブル

が生じたときには、できる

だけ早く、県商工部消費生

活課（℡651・1111）

に相談しましょう。

借金の保証人になるのは、

借りた人が返済できなくな

ったときに代わって全額支

払うことを意味します。借

りた人がどのような条件で

借りたがをよく確かめ、万

が一の場合、代わって返済

できるがどうかを考えた上

で保証人になるようにしま

しょう。知り合いからの電

話などで保証人になること

を了解した場合にも、保証

人として扱われることがあ

るので注意が必要です。

安易に保証人になったた

めに財産をすべて失ったり

家出や自孝則こ追いこまれた
－1．一一・・．4．＿伊・．ん劃しｄＦ叫
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や

め

よ

う

〝

ポ

海
へ
、
山
へ
ー
ー
ｔ
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
も

い
ま
が
ピ
ー
ク
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
目

的
地
に
着
い
て
み
る
と
、
そ
こ
ら
中
に

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
「
空
き
缶
」
や
「
空

き
ビ
ン
」
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
楽
し
い
気
分

も
ど
こ
へ
や
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
不
愉
快
な
思
い
を

し
た
あ
な
た
自
身
は
、
つ
い
う
っ
か
り

と
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
を
捨
て
て
し
ま

一

イ
捨
て
″

っ
た
と
い
う
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
度
く
ら
い
〟
　
二
つ
だ
け
″
…
。

こ
う
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
・

空
き
ピ
ン
が
あ
な
た
の
街
を
汚
し
、
自

然
を
損
な
い
、
〝
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン

公
害
″
と
ま
で
い
わ
れ
る
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
し
た

い
も
の
で
す
。

口跡別蛸糟000

自由。白自営沙回
◎9月2日各区で実施
各世帯1名参加して下さい。

水巻町地区衛生推進協議会では9

月2日（印、町内全域で空き缶、空き
ビンの回収運動を行ないます。回収

計画については、各区で決めて頂き

ますので、当日は各世帯一名の参加
をお願いいたします。

新
農
業
委
員
決

水
巻
町
農
業
委
員
会
委
員
に
次
の
方

が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
選
挙
に
よ
る
委
員

入
江
克
己
（
立
屋
敷
）
、
吹
田
弘
利
（

伊
左
座
）
、
船
津
安
茂
（
二
）
、
豊
沢

幸
一
（
下
二
）
、
入
江
哲
夫
（
下
二
）

藤
崎
究
（
吉
田
）
、
久
保
田
秀
俊
（
頃

宋
）
、
行
正
辞
（
机
）
、
澤
連
和
甫
（

古
賀
）
、
高
松
秋
生
（
猪
熊
）
、
大
貝

貴
美
雄
（
猪
熊
）

ま
る

▽
議
会
推
せ
ん
委
員

大
場
寿
基
雄
、
美
浦
喜
明
、
山
本
幸
生

豊
津
麟
児
、
香
月
三
一

（
い
ず
れ
の
方
も
町
議
会
議
員
）

▽
農
業
団
体
推
せ
ん
委
員

黒
瀬
勉
（
下
二
）

な
お
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
役
員
は

次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

会
　
長
　
大
場
寿
基
堆

副
会
長
　
吹
田
弘
利

焼
け
つ
く
太
陽
の
下
、
走
る
、
跳
ぶ

投
げ
る
と
懸
命
に
勝
利
を
目
指
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
る
中
学
生
～
。

福
岡
市
の
平
和
台
陸
上
競
技
場
で
開

か
れ
た
県
中
学
総
体
の
陸
上
競
技
大
会

は
七
月
三
十
一
日
、
県
内
二
百
八
校
・

千
二
百
人
の
中
学
生
が
参
加
、
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
三
五
度
を
超
す
猛
暑

を
は
ね
の
け
て
県
新
記
録
1
を
含
む
大

会
新
8
が
生
ま
れ
た
、
レ
ベ
ル
の
高
い

今
年
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
水
巻
南
中
学

校
の
生
徒
も
、
県
下
の
強
豪
を
相
手
に

男
子
低
学
年
千
五
百
㍍
リ
レ
ー
で
四
位

女
子
は
、
多
く
の
種
目
で
一
位
を
制
し

総
合
優
勝
を
果
た
す
、
目
覚
ま
し
い
活

躍
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
好
記
録
を
出
し

た
選
手
は
八
月
十
一
日
・
十
二
日
、
熊

本
市
の
水
前
寺
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ

る
「
九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
に
二
名
出
場

中
学
陸
上
競
技
の
日
本
一
を
決
め
る

「
全
国
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
」
が
八

月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
、
和
歌
山
県
紀

三
井
寺
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
水
巻
南
中
学
校
か
ら
、

二
名
の
生
徒
が
出
場
し
ま
す
。

〔
出
場
者
と
種
目
〕

▽
北
野
智
美
　
百
㍍
ハ
ー
ド
ル

▽
西
田
久
美
子
　
三
種
競
技
（
百
㍍
、

走
高
跳
、
砲
丸
投
）

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

○
と
　
き
　
8
月
日
日
・
1
2
日

○
と
こ
ろ
　
熊
本
市
の

水
前
寺
腫
上
競
技
場

〔
出
場
者
〕
▽
四
百
㍍
リ
レ
ー
　
山
本

胴
門
美
（
三
年
・
猪
熊
町
住
）
、
北
野

智
美
、
西
田
久
美
子
、
関
屋
智
任
、
坂

本
真
実
、
小
形
祥
子
（
二
年
・
吉
田
分

譲
）
　
▽
百
㍍
ハ
ー
ド
ル
　
北
野
智
美

▽
百
㍍
　
西
田
久
美
子
　
▽
低
学
年
（

二
二
年
）
八
〇
㍍
ハ
ー
ド
ル
　
坂
本

真
実

県陸上競技大会の成績

氏　　名ｌ　住　所ｌ　標目と結果

安恒　 直樹
下 二 町 住

低学年 1500〝ｚ
（2 年） 4 位 （4分25秒91

北野　 智美
美吉野団地

80 1柁　 ハー ドル
（3 年） 1 位 （12秒 1 ）

西田久美子

（3 年）
みずほ団地

10 0〝ｚ
2 位 （12秒 7 ）

走高跳び
3 位　 1 〝154

坂本　 真実
吉 田 団 地

80〝ｚ　ハードル
（2 年） 4 位 （12秒 7 ）

☆400桝リレー　1位（51秒3）

関屋　智佳（3年・吉田分譲）

西田久美子、坂本真実、北野智美
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三
種
混
合
の
予
防
接
種

（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
破
傷
風
）

㌢

．

．

●

ｌ

●

‡

◆

‡

●

‡

●

‡

●

ま

一

▽
対
象
児

第
一
期
の
接
種
…
…
生
後
2
4
カ
月
か

ら
4
8
カ
月
ま
で
の
幼
児
。
3
過
か

ら
8
過
の
間
隔
で
三
回
受
け
れ
ば

一
期
は
完
了
で
す
。

第
二
期
の
接
種
…
…
第
一
期
終
了
後

一
年
以
上
経
過
し
た
幼
児
で
、
一

回
の
み
接
種
し
ま
す
。

▽
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

①
当
日
の
朝
、
必
ず
「
体
温
」
を
計

っ
て
来
る
こ
と
。

㊥
前
日
ま
で
に
「
問
診
票
」
を
役
場

衛
生
係
に
取
り
に
来
る
こ
と
。

㊥
母
子
手
帳
を
持
参
す
る
こ
と
。

▽
次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
熱
が
あ
っ
た
り
、
慢
性
疾
患
に
か

か
り
体
調
の
悪
い
子
供
。

㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供
。

㊥
一
カ
月
以
内
に
、
は
し
か
、
お
た

ふ
く
風
、
風
疹
な
ど
、
ビ
ー
ル
ス

性
の
疾
患
に
か
か
っ
た
子
供
。

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

福祉年金・児童扶養手当

は、3月13日から支払い

8月11日（土）は、金融機関が休みのため

福祉年金及び児童扶養手当・特別児童扶養手

当の支払いは、8月13日から郵便局で行ない

ます。

＿

「
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
●
．
．
！
．
．
…

予防接種日程

月　　　 日 受付時間 場　　　 所

1　 回　 目 9 月 5 日
午後1 時30分

1

午後 2時30分

町　 民　 会　 館

2　 回　 目 9 月26日

3　 回　 目 11月 7 日

追　 加　 目 11月28日

※接種時間　午後2時～午後3時

福
祉
年
金
を
受
け
て
る
皆
さ
ん
へ

8
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
月

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
八

月
支
払
分
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、

す
ぐ
に
「
年
金
証
書
」
を
役
場
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
所
得
な
ど
調
査
し
て
来
年

七
月
分
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書
に

記
入
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
の
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま

す
と
次
の
十
一
月
支
払
分
の
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
次
の
日
程
で
受
付
を

行
な
い
ま
す
の
で
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
3
日
・
1
4
日

午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
4
時
ま
で

′

▽
場
所
　
水
巻
町
役
場
西
別
館

▽
持
っ
て
来
る
も
の

①
福
祉
年
金
証
書

㊥
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
う
も
の
）

⑧
公
的
年
金
受
給
者
は
そ
の
証
書

福
祉
手
当
の
受
け
取

り
は
8
月
1
3
日
か
ら

福
祉
手
当
（
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の

四
カ
月
分
）
の
振
込
み
は
、
八
月
十
日

に
行
な
い
ま
す
。

八
月
十
三
日
以
降
に
「
印
か
ん
」
せ

「
預
金
通
帳
」
を
持
参
の
う
え
、
遠
賀

信
用
金
庫
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

婦
人
の
た
め
の

経
理
事
務
講
座

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人

を
対
象
に
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
き

ま
す
。

▽
科
目
　
経
理
事
務
（
簿
記
、
珠
算
）

▽
期
間
　
9
月
7
日
か
ら
1
0
月
2
6
日
ま

で
。
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

▽
受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
教
材
費
は

自
己
負
担
で
す
）

▽
会
場
　
中
間
市
屋
島
「
働
く
婦
人
の

家
」

▽
申
込
み
期
間
及
び
場
所

8
月
2
0
日
か
ら
8
月
2
2
日
ま
で
に

働
く
婦
人
の
家
（
晋
2
4
6
・
0
4

8
3
）
に
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

技
能
向
上
訓
練
生
募
集

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働

い
て
い
る
方
々
の
「
知
識
・
技
能
の
向

上
」
の
た
め
、
次
の
と
お
り
技
能
検
定

等
各
種
資
格
取
得
準
備
講
習
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
講
習
実
施
料

鋳
造
科
、
機
械
科
、
仕
上
科
、
板

金
科
、
溶
接
科
、
電
気
工
事
料
、
配

管
科
、
製
缶
科

▽
訓
練
コ
ー
ス

。
土
・
日
コ
ー
ス

。
平
日
昼
間
コ
ー
ス

。
平
日
夜
間
コ
ー
ス

▽
竣
講
科
　
▼
感
料
～
四
万
円

※
詳
し
い
こ
と
は
、
八
幡
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
（
審
6
4
1

・

4

9

0

6

）

　

へ

。

′

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
を
実
施

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発
育
不

完
全
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た

め
に
義
務
教
育
を
就
学
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
就
学
を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た

人
に
対
し
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

▽
受
験
資
格

昭
和
6
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
蒲
1
5

歳
以
上
に
な
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
が
受
験
で
き
ま
す

①
現
在
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就

学
を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て

い
る
者
又
は
以
前
に
受
け
た
者

㊥
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校

へ
の
就
学
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け

た
者
…
…
…
な
ど
。

▽
願
書
受
付
期
聞
及
び
場
所

8

月

1

1

日

か

ら

9

月

1

0

日

ま

で

の

間
に
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
謀
庶

務
学
事
係
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

七
番
七
号
）
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
願
書
は
提
出
先
に
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
教
育
庁
指
導
第

二
課
庶
務
学
事
係
（
魯
0
9
2
・
6
5

1
・
ｌ
ｌ
1
1
）
　
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い

戦
没
者
の
追
悼
式

ｔ
．
．

国
で
は
、
八
月
十
五
日
（
終
戦
記
念

日
）
に
戦
没
者
の
追
悼
式
を
行
な
い
ま

す
。
町
で
も
こ
の
日
正
午
等
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
黙
と
う
を
計
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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雇
用
保
険
制
度
が

公
共
職
業
安
定
所
　
（
舎
6
7
1
・
5

9
3
1
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

改
正
に

近
年
の
雇
用
失
業
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
、
離
職
さ
れ
た
方
が
一
日
も
早

く
再
就
職
で
き
る
よ
う
雇
用
保
険
制
度

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
改
正
の
あ
ら
ま
し
〕

①
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
日
数
が
年
令

と
勤
続
期
間
と
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。
（
別
表
の
と
お
り
で
す
）

㊥
早
期
（
給
付
日
数
の
砲
以
上
を
残
し

て
）
に
再
就
職
さ
れ
た
方
に
は
、
再

就
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑧
6
5
歳
以
上
の
万
に
は
従
来
の
給
付
金

に
か
え
て
、
原
則
と
し
て
新
た
な
給

な

り

ま

し

た

付
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す

④
6
5
歳
以
上
で
新
た
に
雇
用
き
れ
る
万

は
被
保
険
者
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
希
望
者
は
一
回
限
り
加
入
で
き

ま
す
。

⑤
正
当
な
理
由
な
く
自
己
の
都
合
に
よ

り
退
職
さ
れ
た
方
は
、
給
付
制
限
の

期
間
は
三
カ
月
と
な
り
ま
す
。

⑥
新
制
度
は
、
⑧
を
除
い
て
八
月
一
日

以
降
に
退
職
さ
れ
た
万
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県

庁
労
働
部
雇
用
保
険
課
（
魯
0
9
2

6

5

1

・

1

1

1

1

）

又

は

、

八

幡

改正される給付日数表（カッコ内は現行）

㌔尋三

かみもり　あゆみ

上森　歩ちゃん
昭和58年8月18日生

（千実意）さんの長女
体は、ちょっと小さ目、でも

元気いっぱい。
だいぶ歩けるようになってイ

タズラも盛んになりました。丈
夫な子に育ってネ。

（梅ノ木団地16棟）

被 保険 者 で 1 年 以 上 5 年 以 上
1 0年 以 上

あ った期 間 5 年未満 1 0年 未満

3 0歳 未 満 9 0 日 （9 0） 9 0 日 （9 0 ） 1 8 0 日 （9 0）

3 0歳 以 上 4 5歳 未 満 9 0 日 （1 8 0） 1 8 0 日 （18 0） 2 1 0 日 （1 8 0）

4 5歳 以 上 5 5歳 未満 18 0 日 （2 4 0） 2 1 0 日 （2 4 0） 2 4 0 日 （2 4 0）

55歳 以 上 6 5歳 未満 2 1 0日 （3 0 0） 2 4 0日 （3 0 0） 3 0 0 日 （3 0 0）

1年未満の場合は従来どおり90日です。

おかだ　　やす．こ

岡田　育子ちゃん
昭和58年8月22日生

（噸宏子）さんの長女
もうすぐ1歳。すくすく育っ

てありがとう。
時々、パパやママを困らせる

やんちゃな子だけど、心のやさ
しい女の子になってね。

（おかの台県住1棟）

チ
ビ
ッ
子

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

▽
と
　
き
　
8
月
1
9
日
（
雨
天
の
場
合

は
順
延
し
ま
す
）

。
午
前
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
対
象
者
　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
の

こ
と
）

▽
受
　
付
　
当
日
の
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
1
1
時
3
0
分
ま
で

磯
欝
し
く
は
、
芦
屋
競
走
場
管
腰
苛
企

画
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（

宙

2

2

3

・

0

5

。

0

1

）

愛
　
の
　
贈
　
物

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

。
猪
熊
　
　
　
故
松
村
重
冶
殿

松
村
マ
キ
子
殿

。
吉
田
三
　
　
　
故
白
木
智
恵
野
殿

（
緑
風
園
）
　
　
白
木
　
清
一
殿

。
み
ず
ほ
団
地
　
故
高
橋
繁
芳
殿

高
橋
　
ミ
エ
殿

。
高
尾
団
地
　
　
故
平
　
繁
夫
殿

乎
　
ハ
ル
子
殿

☆
金
一
封
あ
り
が
と
う

。
遠
賀
信
用
金
庫
職
員
互
助
会
一
同

。
み
ず
ほ
団
地
　
吹
田
文
雄
殿

。
大
阪
府
堺
市
　
松
下
喜
久
男
殿

お
わ
び
　
と
訂
正

7
月
2
5
日
号
に
掲
載
の
「
香
典
返
し

」
車
、
故
人
の
名
前
が
間
違
っ
て
お
り

ま
し
た
。
訂
正
し
っ
つ
し
ん
で
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

（
正
し
い
氏
名
）

。
お
か
の
台
　
　
故
吉
本
タ
カ
子
殿

吉
本
　
次
利
殿

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

通
信
講
座
受
講
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
「
社
会
通
信
講

座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー

ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅

に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
こ
と
で

す
。
講
座
は
書
道
、
硬
筆
、
母
と
子
の

硬
筆
、
簿
記
、
俳
句
、
短
歌
、
古
典
、

文
章
、
絵
画
、
囲
碁
、
英
語
、
数
学
、

国
語
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
、
楽
し
い
書

き
方
、
の
1
5
講
座
4
0
コ
ー
ス
で
、
自
分

の
力
量
に
通
し
た
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

▽
受
付
期
間
　
8
月
1
日
～
9
月
3
0
日

◎
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
万
は

お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
た
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
Ｃ
Ｔ
係
（
東
京
都
国
立
市
富
士

見
台
2
－
3
6
）
　
へ
講
座
名
と
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
書
い
て
ハ
ガ
キ

で
請
求
く
だ
さ
い
。

ア
ピ
　
ロ
　
ス
水
巻
店
前
で

防

犯

登

録

を

受

付

け

ま

す

最
近
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
盗
難
が

増
え
て
お
り
、
一
度
盗
ま
れ
る
と
な
か

な
か
も
ど
っ
て
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
防

犯
登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
登
録
す

る
と
、
登
点
し
た
カ
ー
ド
は
所
有
者
、

登
録
店
、
警
察
署
が
一
枚
づ
つ
保
管
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
、
放
置
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
番
号
か
ら
す
ぐ
所

有
者
が
わ
か
り
ま
す
。

屯
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
車
も
防
犯

登
録
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

▽
と
　
き
　
8
月
1
9
日
（
日
）

午
後
3
時
ネ
午
後
5
時

▽
と
こ
ろ
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
前

▽
登
録
料
　
三
百
円



水
巻
丑
日
ば
な
し
邁

石
　
炭
　
物
　
語
　
㈲

拍

　

子

　

哀

お
り
ん
の
話
は
こ
う
で
あ
る
。

「
わ
た
し
は
、
肥
前
佐
賀
の
城
下
か
ら
唐
津
へ
出
る
街

道
筋
の
山
深
い
村
で
育
ち
ま
し
た
。
家
は
代
々
山
ノ
ロ
と

い
う
藩
有
林
の
見
廻
り
役
を
し
て
、
両
親
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
そ
れ
に
わ
た
し
た
ち
兄
弟
四
人
の
七
人
暮
ら
し
で
、

谷
間
の
家
の
廻
り
に
は
家
族
の
食
べ
る
だ
け
の
田
島
も
あ

っ
て
、
貧
し
く
は
あ
り
ま
し
た
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
お
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
が
十
一
歳
の
と
き
に
山
火
事
が
あ

っ
て
、
父
の
管
理
し
て
い
た
藩
有
林
が
焼
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
な
ん
で
も
山
へ
逃
げ
込
ん
だ
脱
獄
囚
の
火
の
不
始

末
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
そ
れ
で
も
父
に
管
理
の
手
落
ち

と
こ
ろ
は
ら

が
あ
っ
た
か
ど
で
、
わ
た
し
た
ち
家
族
は
所
払
い
を
申
し

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
所
払
い
は
田
畠
か
ら

家
屋
敷
ま
で
没
収
さ
れ
た
う
え
、
一
カ
月
以
内
に
村
を
立

ち
の
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
わ
た
し
た
ち
は
少
し
ば

か
り
の
家
財
道
具
を
ま
と
め
て
、
ひ
と
ま
ず
唐
津
の
親
類

の
と
こ
ろ
へ
お
ち
つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
山
奥
で
暮
ら
し
て
い
た
父
に
貯
え
が
あ
る
で
は

な
し
、
ま
も
な
く
、
わ
た
し
と
ニ
ッ
年
う
え
の
兄
は
博
多

へ
奉
公
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、
出
発
の
前
の
晩
、
わ
た
し
と
兄
の

枕
も
と
で
母
が
ひ
と
晩
申
泣
い
て
い
た
こ
と
、
翌
朝
、
別

れ
る
と
き
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
を
合
せ
て
見
送
っ
て
い

た
こ
と
、
そ
れ
に
妹
と
弟
が
い
つ
ま
で
も
わ
た
し
た
ち
に

ま
ヌ
た

つ
い
て
き
た
こ
と
、
今
で
も
瞼
の
裏
に
は
っ
き
り
焼
き
つ

い
て
お
り
ま
す
。

話
　
㈹

で

つ

ら

船
で
博
多
に
つ
く
と
兄
は
呉
服
屋
の
丁
稚
に
、
わ
た
し

は
大
き
な
料
亭
の
下
女
奉
公
に
だ
さ
れ
ま
し
た
。
兄
の
話

に
よ
れ
ば
年
期
は
五
年
と
の
こ
と
、
わ
た
し
は
五
年
た
て

ば
帰
れ
る
も
の
と
思
っ
て
、
そ
れ
は
一
所
懸
命
働
き
ま
し

た
。
朝
は
暗
い
う
ち
に
起
き
て
水
汲
み
か
ら
部
屋
の
掃
除
、

瓜
か
ぞ
う
容
ん

食
事
の
仕
度
、
そ
れ
が
す
む
と
子
も
り
の
あ
と
糠
雑
巾
か

け
、
皿
洗
い
と
仕
事
は
夜
お
そ
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

こ
こ
の
お
店
は
藩
の
お
偉
い
万
が
多
勢
こ
ら
れ
て
、
毎

晩
の
よ
う
に
宴
会
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
た

め
で
あ
る
の
か
、
ご
主
人
さ
ま
は
町
役
人
を
さ
れ
て
大
変

い
そ
が
し
く
、
ま
た
、
ご
寮
さ
ん
も
昼
は
稽
古
ご
と
夜
は

お
客
さ
ま
の
接
待
で
、
わ
た
し
な
ど
は
め
っ
た
に
お
目
に

か
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
奉
公

人
の
仕
事
は
、
仲
居
頭
の
お
と
ら
ば
あ
さ
ん
が
指
図
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
少
し
の
休
み
も
な
く
、
ひ
ま

ｎ
か

さ
え
あ
れ
ば
糠
雑
巾
で
廊
下
を
拭
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
五
年
、
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
あ

と
三
年
、
あ
て
二
年
と
数
え
て
い
る
う
ち
に
年
期
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
兄
は
こ
の
ま
ま
残
っ
て
奉
公
す
る
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は
一
日
も
早
く
国
へ
帰
り
た
か

っ
た
の
で
、
そ
の
む
ね
を
お
と
ら
ば
あ
さ
ん
に
話
を
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
翌
朝
、
ご
寮
さ
ん
の
部
屋
に
く
る
よ
う
に

い
わ
れ
ま
し
た
。
お
そ
る
お
そ
る
お
伺
い
い
た
し
ま
す
と
、

『
お
前
さ
ん
の
年
期
は
今
月
で
切
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら

先
は
お
礼
奉
公
と
い
う
の
が
あ
る
。
人
は
恩
を
知
ち
な
い

と
ど
こ
へ
宥
っ
て
も
勤
ま
ら
な
い
。
や
れ
に
両
親
か
ら
頼

ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
し
、
来
月
か
ら
芸
子
と
し
て
仕

込
む
の
で
、
そ
の
つ
も
り
で
い
な
さ
い
』

な
ん
で
も
わ
た
し
を
見
染
め
た
お
客
さ
ん
が
い
た
と
い

つ
つ
モ
で

ぅ
こ
と
で
、
月
が
か
わ
る
と
今
ま
で
筒
袖
に
草
履
で
あ
っ

た
わ
た
し
に
、
き
れ
い
な
着
物
と
下
駄
が
奉
公
人
部
屋
へ

と
ど
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
料
理
屋
が
ど
の
よ
う
な
仕
観

み
で
あ
る
か
を
五
年
の
間
み
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
晩
、

こ
っ
そ
り
店
を
抜
け
出
し
て
兄
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
を
兄
に
話
し
ま
す
と
、
兄
は
わ
た
し
を

じ
っ
と
み
て
涙
声
で
『
逃
げ
ろ
』
と
い
っ
て
、
奥
の
呼
ぶ

声
に
心
を
残
し
て
兄
は
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
そ
の
足
で
海
の
万
へ
逃
げ
ま
し
た
。
恐
し

さ
も
あ
っ
て
船
で
あ
れ
ば
唐
津
へ
帰
れ
る
も
の
と
思
い
、

大
き
な
船
に
こ
っ
そ
り
乗
っ
て
荷
物
の
間
に
身
を
か
く
し

ま
し
た
。
ま
も
な
く
昼
間
の
つ
か
れ
で
ぐ
っ
す
り
寝
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
目
が
さ
め
る
と
船
は
動
い
て
夜
明

け
も
近
く
、
そ
の
う
ち
船
頭
さ
ん
に
み
つ
か
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
今
ま
で
の
こ
と
を
包
み
か
く
き
ず
話

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
船
頚
さ
ん
は
叱
る
ど
こ
ろ
か
、
や
さ

し
く
次
の
よ
う
に
申
さ
れ
ま
し
た
。

『
こ
の
船
は
唐
津
へ
行
く
ど
こ
ろ
か
、
反
対
の
芦
屋
浦

へ
行
く
の
じ
ゃ
。
お
前
が
唐
津
へ
帰
れ
ば
必
ず
博
多
へ
連

れ
戻
さ
れ
る
。
芦
屋
へ
船
が
つ
い
た
な
ら
ば
、
わ
し
が
働

き
口
を
世
話
す
る
か
ら
二
、
三
年
は
唐
津
へ
帰
ら
ぬ
こ
と

だ
』

う
ｈ
ソ
か
ん
は

船
が
芦
屋
に
つ
く
と
幸
い
に
も
亮
勘
場
の
買
物
に
き
て

い
た
半
六
爺
さ
ん
に
ひ
き
取
ら
れ
た
の
で
す
が
、
わ
た
し

は
船
頚
さ
ん
の
い
う
よ
う
に
二
、
三
年
は
、
こ
こ
で
働
い

て
唐
津
へ
帰
ら
ぬ
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
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